
  

 
  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘタレを自称する著者は、大学時代に教授の言葉がきっかけで「自分壊し」の旅を

始めます。行先はインド・タール沙漠。他人と同じであることで安心する日本と違い、イ

ンドは自他の差異を明確にすることが前提の世界。その中で孤独を感じながらも、ヘタ

レなりにこの世界を受け入れていく「ゆらぎ」の物語です。 

家の中に全くモノがない。周りにも何もない。当然水道・電気もない。日本とはあま

りにも違い過ぎる沙漠の生活は、驚くことばかりです。トイレの場所は自由だけれど決ま

りがあったり、おフロでも下着を脱いではいけなかったり。もともとヘタレゆえに失敗の多

い著者は、文化や信仰の違いから数々の失敗を重ね、周囲から怒られてばかり。文

化の中に根付いた彼らの考え方が分からず苦悩することもありますが、彼らと行動を共

にし、著者なりの「解」にたどり着いた時、「僕らは少しだけ自由になれる」といいます。あ

たりまえに捕らわれないことで、文化や信仰、表現が色々であっていいのだと思えてきま

す。 

インド・タール沙漠の「ゆらぎ」の旅に触れて、自分の「あたりまえ」で固められた感覚

もゆらいで、少し自由になれるような気がします。（こ） 
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☆今月の１冊☆ 

 

『ヘタレ人類学者、沙漠をゆく』 
小西 公大／著  大和書房 （382.25） 

 

10：30～12：00 
アル・プラザ野洲で本

をお借りいただけます 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

あたらしく図書館に入ってきたものから、 

注目の本をピックアップしてご紹介します。 

 

 

『生きるための読書』 

津野海太郎／著 新潮社（019.04） 

 
老化につれて狭くなった私

の世界の外で、新しく魅力的

な知的世界が着実に築かれ

つつあるらしい…。伊藤亜紗、

斎藤幸平など、若い世代の知

性にふれ、学んでゆく喜びを

いきいきと綴った読書エッ

セイ。 

 

『ナチスから美術品を守ったスパイ』 

ジェニファー・ルシュー／著 広野和美／訳  

原書房（234.07） 

 

モネ、ゴッホ、フェルメール、

…。パリを占領したナチスは、

美術館や邸宅から数々の美

術品を略奪した。しかし、そ

れに抗おうとする学芸員が

いた。歴史に埋もれたロー

ズ・ヴァランの業績を掘り起

こすノンフィクション。 

 

『今さら聞けない防災の超基本』 

永田宏和／監修 朝日新聞出版（369.3） 

 

自然災害や防災の知識をしっか

り学ぶための一冊。災害が起き

てからの行動シミュレーション

をはじめ、災害への備え、災害

後に安全安心に過ごす方法など

を、イラストとともにわかりや

すく紹介する。 

 

『青い星、此処で僕らは何をしようか』 

後藤正文／著 藤原辰史／著 ミシマ社

（519.04） 

 

ミュージシャンと歴史学者。偶

然、同年同日に生まれた2人が、

生年日の新聞を読むことから対

話を始めた。映画を共に観、フ

ィールドに立ち、丹念に学びな

がら、100年先に向け、自分た

ちの時代の「抗い方」を探る。 

 
 

『コンビニ全史』 

中村直文／著 日経 BP 日本経済新聞出版（673.86） 

 
無数の「プロジェクトＸ」を生

んだ挑戦者たちの物語！いま

や生活インフラとなったコン

ビニエンスストアのイノベー

ションの歴史を解き明かす。

『コンビニ人間』村田沙耶香さ

んの対談も掲載。 
 

 

『レオ・レオーニと仲間たち』 

松岡希代子／編著 青幻舎（726.60） 

「スイミー」などの作品で愛さ

れるレオ・レオーニ。ブルーノ・

ムナーリを筆頭にした仲間た

ちとの交流や作品を通して、そ

のアーティスト人生を辿る。

2024年11月より全国巡回す

る展覧会の図録。 

 

 

『理想の彼女だったなら』 

メレディス・ルッソ／著 書肆侃侃房（933.7 ﾙﾂ） 

 

アマンダ・ハーディは、高校最

後の年を新しい街で過ごすこ

とになる。できるだけ目立たず、

人との関わりを避け、ただ日々

をやり過ごすつもりだったの

に、転校先での数々の出会いは、

彼女の心の氷を溶かしてゆく

のです。



請求記号 タイトル 著者名 出版社 

024.8 2 ブックセラーズ・ダイアリー 2 ショーン・バイセル／著 原書房 

141.62 人はなぜ物を愛するのか アーロン・アフーヴィア／著 白揚社 

210.37 中世怨霊伝 関幸彦／著 教育評論社 

227.9 イスラエルとパレスチナ ヤコヴ・ラブキン／著 岩波書店 

281.04 こじらせ男子とお茶をする 島田潤一郎／ほか述 月と文社 

302.1 底が抜けた国 山崎雅弘／著 朝日新聞出版 

316.1 「ふつう」の私たちが、誰かの人権を奪うとき チェウンスク／著 平凡社 

336 モチベーションの問題地図 関屋裕希／著 技術評論社 

361.45 こうやって頭のなかを言語化する。 荒木俊哉／著 PHP 研究所 

369.3 食料備蓄はじめて BOOK 備蓄ノウハウ 55 高荷智也／著 徳間書店 

373.1 海外の教育のしくみをのぞいてみよう 園山大祐／編著 明石書店 

383.8 日本の肉じゃが世界の肉じゃが 阿古真理／著 新星出版社 

420.4 美しい物理の小宇宙 小澤直也／著 二見書房 

491.36 世界一わかりやすい筋肉のつながり図鑑 セルフケア編 きまたりょう／著 KADOKAWA 

498.32 のんではいけない 樋口明雄／著 山と溪谷社 

588.34 チョコレートと日本人 市川歩美／著 早川書房 

594.3 余り毛糸があったから 成美堂出版編集部／編 成美堂出版 

596.35 紀文がかなえるちくわ・はんぺん・かまぼこの楽しい世界 紀文食品／著 主婦の友社 

611.38 図解知識ゼロからの食料安全保障入門 平澤明彦／監修 家の光協会 

706.9 美術館・博物館の事件簿 島田真琴／著 慶應義塾大学出版会 

783.47 近江高校サッカー部のブランディング哲学 前田高孝／著 竹書房 

801.7 翻訳する女たち 大橋由香子／著 エトセトラブックス 

809.4 なぜか好かれる「人前での話し方」 岡本純子／著 東洋経済新報社 

911.12 ｳｴ 感じる万葉集 上野誠／著 KADOKAWA 

913.6 ｱﾏ 菊の剣 天津佳之／著 PHP 研究所 

913.6 ｼﾝ 直木賞を取らなかった男 新堂冬樹／著 光文社 

913.6 ｾｲ 人生を変えたコント せいや／著 ワニブックス 

913.6 ﾁﾈ サーペントの凱旋 知念実希人／著 KADOKAWA 

913.6 ﾂｼ 命みじかし恋せよ乙女 辻真先／著 東京創元社 

913.6 ﾊﾗ おきざりにした悲しみは 原田宗典／著 岩波書店 

913.6 ﾖｼ 華の蔦重 吉川永青／著 集英社 

914.6 ﾅｶ 本日、東京ラプソディ 中野翠／著 毎日新聞出版 

914.6 ﾖｺ 飽きる美学 横尾忠則／著 実業之日本社 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜つれづれノート＞ 
 

話数の多い韓ドラ時代劇。以前見たものは録画してまでは見な

い！と思いながら、一度見てしまうと続きを見たくなります。誘

惑に負け、録画をするも、毎日の放送に見るのが間に合わず、溜

まっていく始末。この冬のドラマも見たい。更に最近、中国時代

劇ドラマも勧められ、好きな２時間サスペンスドラマのシリーズ

が続けて放送され、録画、録画。一体いつ見るのやら。見られず

半ば放置。それもこれも、昨秋買い替えたブルーレイの広い懐の

おかげ…録り過ぎないようにしようって決めたのに。（こ） 

野洲市の図書館のご案内 
 

野洲図書館（本館） 

〒520-2315 野洲市辻町 410番地 

TEL  077-586-0218 

ＦＡＸ 077-587-5976 

開館時間：火～日：10：00-18：00 

 

野洲図書館中主分館（北部合同庁舎内） 

〒520-2423 野洲市西河原 2400番地 

TEL/ FAX 077-589-3382 

開館時間：火～日：10：00-17：15 

 

 

 

 

 

 11/30～2/28 3/1～3/14 

本 館 
図書館閲覧室 暖房は入りませんが開館します 

ホール・会議室等の利用 停 止 利用できます 

中主分館 通常どおり利用できます 

野洲駅予約本受取ボックス 通常どおり利用できます 

 

野洲図書館（本館）空調工事について 

本館は 3/14 まで、空調工事中のため暖房が入りません。暖かい服装でおこしくだ

さい。ご協力くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

応募期間： ～２月１9日（水） 

期間: ～２月９日（日） 

よろしくお願い

します！ 


